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北極海航路でのモジュール輸送
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北極圏は石油＆天然ガス開発のフロンティア
ヤマル半島近辺の天然ガス埋蔵量は、全世界埋蔵量の約２０％にもなる。
LNG燃料船舶の普及や環境保護の観点から、よりクリーンなエネルギーへ
のシフト、LNG需要の拡大や多角化により、さらなる案件も期待される。
『日露経済協力8項目』にも、北極圏の資源開発が揚げられている。プロジェクト現場

(サベタ) 北緯71度

EPC契約

プロジェクトオーナー プラント建設コントラクター

• 天然ガス液化＆出荷プラント建設プロジェクト
• LNG年産５５０万トン x ３系列
• 液化プロセス：APCI C3MR



１．モジュール貨物

２．長距離輸送 ＋ 複数ルート ＋ 北極海輸送

３．超短期集中型ロジスティックス

プロジェクト in プロジェクト
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モジュール工法

• プラント建設地での作業を最小限にするため、建設地とは別のヤードで鉄骨、配管、機器
などを配置した、ひとまとまり構成要素(モジュールと呼ぶ）を建造し、建設地に移送し、各
モジュールを接合することによりプラントを完成させる工法。

• プラント建設地が遠隔地や労働者不足により、従来工法（Stick Built）での建設が難しく、
作業性や経済性の観点からモジュール工法が採用される。

• 海上輸送中の加速度の影響をモジュールのデザインに考慮する必要がある。

の特徴

⇒ 複雑なロジスティックス管理

• 中国をはじめとする複数の東南アジアのモジュール製作ヤードから現場サベタまでのルート
は、スエズ運河経由とベーリング海峡経由の２通りある。

• 冬季は北極海航行に制約が出るので、モジュールをベルギーの中間保管地に保管する。
• モジュールの完成スケジュールおよび、現場での作業スケジュールに合わせて、適切なモ
ジュール輸送船を適切な時期に配船する。

• モジュールは一品一様であるため、輸送できる船舶の数にも制約がある。

• 輸送するモジュールの数は約１５０基
• 全てのモジュールを輸送する期間は約２年間
• 冬季の北極海航行の為に、アイスクラスのモジュール輸送船の早急な建造

プロジェクトに必要なモジュール輸送船の数は２０隻。
これは全世界の適切なモジュール輸送船隻数の約５０%にもなる。
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（現実）２０１６年４月 カラ海にて

（計画段階）２０１４年４月作成 コンセプト画像

船舶の仕様：
• ２隻姉妹船建造
• Open Stern Deck Carrier
• アイスクラス： PC3 （Arc7同等）
• 設計耐気温：マイナス４０℃
• 砕氷能力：Level Ice 1.5m厚 ＠2.0knot
• 載貨重量：約2万トン
• 建造国：中国

既存のNon-Ice Classモジュール輸送船
だけでは、プロジェクトが成り立たない

北極海を通年航行可能な船舶を建造
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北極圏資源輸入を
• 安く
• 安定的に
• 安全に

北極航路開発
から

北日本港湾開発
への展開

北極関連
ビジネスの発展

官民の連携と
企業間協業の

強化

官民共通ターゲットの設定
ヤマル半島近辺の天然ガスプラントの開発から期待できる今後の北極圏資源の確保は、北極海航路とそれに
付随するインフラ等の開発促進が不可欠である。官民の連携により北極海航路開発のワークサイクルを
スパイラルアップさせる。
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